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末
社
・
大
宮
稲
荷
神
社
社
殿
改
築 

玉
垣
参
道
整
備
事
業
の
お
願
い 

 
 
 

祝
祭
日
は
国
旗
「日
の
丸
」を
揚
げ
ま
し
ょ
う 

 

白
地
に
赤
く 

日
の
丸
そ
め
て 

あ
あ
美
し
い 

日
本
の
旗
は 

（日
本
の
唱
歌
よ
り
） 

 

        
 
 

   

奈
加
美
神
社
本
殿
の
右
側
に
は
末
社
・
大
宮 

稲
荷
神
社
が
鎮
座
し
ま
す
。
末
社
（
ま
っ
し
ゃ
） 

と
は
神
社
の
境
内
に
祀
ら
れ
る
小
規
模
の
社 

（
や
し
ろ
）
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

こ
の
大
宮
稲
荷
神
社
は
、
今
を
去
る
昭
和
四 

十
六
年
二
月
、
氏
子
篤
志
家
の
皆
様
の
御
寄
進 

に
よ
り
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
本
殿
裏
の
鎮
守
の 

森
の
な
か
に
石
祠
で
祀
ら
れ
て
い
た
白
玉
稲
荷 

大
明
神
（
倉
稲
魂
神
・
う
か
の
み
た
ま
の
か
み
） 

と
共
に
、
奈
加
美
神
社
の
配
祭
神
で
あ
る
豊
受 

保
神
（
と
よ
う
け
も
ち
の
か
み
）・
水
久
萬
利
神 

（
み
く
ま
り
の
か
み
）・
美
刀
志
乃
神
（
み
と
し 

の
か
み
）
を
合
せ
祀
り
、
奈
加
美
神
社
の
元
の 

社
名
「
大
宮
」
を
冠
し
て
「
大
宮
稲
荷
神
社
」 

と
称
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て 

い
ま
す
。
造
営
さ
れ
て
よ
り
約
五
十
年
が
経
過 

し
、
鳥
居
は
傾
き
、
燈
籠
は
破
損
し
、
土
塀
も 

全
体
的
に
大
き
な
歪
が
生
じ
、
信
仰
上
、
ま
た 

管
理
上
に
お
い
て
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

     

平
成
二
十
一
年
の
改
称
百
周
年
記
念
事
業
で 

は
、
氏
子
崇
敬
者
各
位
の
ご
浄
財
を
賜
り
、
社 

務
所
の
新
築
、
拝
殿
の
改
修
、
駐
車
場
整
備
、 

本
殿
横
の
神
苑
整
備
、
献
灯
台
の
増
築
な
ど
、 

各
所
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し 

か
し
な
が
ら
大
宮
稲
荷
神
社
ま
で
整
備
が
行
き 

届
か
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま 

し
た
。 

皆
様
の
記
憶
に
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、 

平
成
二
十
五
年
に
伊
勢
の
神
宮
の
第
六
十
二
回 

             

      

式
年
遷
宮
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
式
年
遷
宮 

は
二
十
年
に
一
度
大
御
神
様
の
社
殿
を
お
建
て 

替
え
し
、
新
宮
に
お
遷
り
頂
く
荘
厳
な
神
事
で 

す
。
そ
し
て
二
十
年
間
使
わ
れ
た
旧
社
殿
の
木 

材
は
、
神
宮
古
材
と
し
て
全
国
の
神
社
に
譲
与 

さ
れ
、
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
で
は
三 

社
の
神
社
が
譲
与
を
受
け
ま
し
た
が
、
当
社
も 

平
成
二
十
六
年
の
秋
に
こ
の
神
宮
古
材
を
頂
戴 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
慶
事
を
契
機
と
し
て
大
宮
稲
荷
神
社
の 

            

 



 

奈加美神社末社 大宮稲荷神社 

社殿改築・玉垣参道整備事業趣意書 

改
修
事
業
を
計
画
す
べ
く
、
昨
年
か
ら
総
代
会 

を
中
心
に
会
議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し 

て
去
る
六
月
二
十
五
日
に
、
各
町
内
会
長
、
各 

町
水
利
実
行
組
合
、
総
代
会
、
敬
神
婦
人
会
、 

氏
子
青
年
会
の
役
員
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
き
、 

第
一
回
目
の
準
備
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し 

た
。
会
議
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
報
告
さ
せ 

て
頂
き
、
事
業
概
要
を
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し 

た
。
ま
た
七
月
二
十
九
日
に
は
第
二
回
準
備
委 

員
会
を
開
催
し
、
皆
様
に
お
配
り
さ
せ
て
頂
く 

「
奈
加
美
神
社
末
社
・
大
宮
稲
荷
神
社 

社
殿 

改
築
・
玉
垣
参
道
整
備
事
業
趣
意
書
」
の
ご
承 

認
を
頂
き
、
い
よ
い
よ
募
財
活
動
を
さ
せ
て
頂 

く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
改
め
て
趣
意
書
を
以
っ
て
お
願
い
さ
せ 

て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
氏
子
崇 

敬
者
の
皆
様
に
は
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
温
か 

い
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願 

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

          

                             

                             

大宮稲荷神社完成予想図 



安 

産 

戌 

の 

日 

ま 

い 

り 

泉
州
タ
オ
ル
一
三
〇
周
年
記
念 

～
泉
州
タ
オ
ル×

泉
州
水
な
す
～ 

 

 

             

  

            

    

 

 

今
年
は
泉
佐
野
の
地
場
産
業
で
あ
る
泉
州
タ 

オ
ル
の
一
三
〇
周
年
記
念
。
明
治
二
十
年
に
泉 

佐
野
の
里
井
圓
次
郎
翁
が
日
本
で
初
め
て
タ
オ 

ル
織
機
を
製
作
し
た
こ
と
か
ら
数
え
て
の
一
三 

〇
年
だ
そ
う
で
す
。 

 

今
年
の
新
年
十
日
戎
の
楽
索
で
新
田
市
議
会 

議
員
に
ご
挨
拶
を
頂
い
た
際
、
千
代
松
市
長
が 

「
泉
州
タ
オ
ル
を
日
本
一
に
！
」
と
意
気
込
ん 

で
お
ら
れ
る
、
と
の
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

以
前
か
ら
神
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
を
作
ろ 

う
と
思
っ
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
は
頭
の
中
に
あ 

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し 

た
。
作
る
な
ら
今
年
だ
な
、
と
い
う
こ
と
で
奈 

加
美
神
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
紋
、
泉
州
水
な
す
を 

モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
成
就
な
す
」
を
用
い
た
、 

手
ぬ
ぐ
い
の
豆
絞
り
な
ら
ぬ
、
泉
州
タ
オ
ル
の 

「
茄
子
し
ぼ
り
」
を
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。 

泉
州
タ
オ
ル×

泉
州
水
な
す
。
シ
ン
プ
ル
な 

デ
ザ
イ
ン
が
片
毛
の
タ
オ
ル
に
綺
麗
に
映
っ
て 

い
ま
す
。
今
回
は
二
種
類
ご
用
意
さ
せ
て
頂
い 

て
お
り
ま
す
が
、
秋
祭
り
の
ご
膳
料
の
御
礼
や 

参
拝
記
念
品
と
し
て
授
与
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
お
宮
参
り
・
安
産
等
の
ご
祈
祷
の
参 

参
拝
記
念
品
と
し
て
「
奈
加
美
神
社
幸
福
の
鳥 

                  

 

居
」
を
デ
ザ
イ 

ン
し
た
ハ
ン
ド 

タ
オ
ル
も
奉
製 

い
た
し
ま
し
た
。 

 

泉
州
タ
オ
ル 

は
肌
触
り
も
良 

く
吸
水
性
に
優 

れ
た
高
品
質
の 

タ
オ
ル
で
す
。 

（
奥
野
タ
オ
ル
さ
ん
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。） 

事
業
概
要 

・
大
宮
稲
荷
神
社
社
殿
改
築 

・
伊
勢
神
宮
遥
拝
所
新
設 

・
石
玉
垣
・
石
燈
籠
及
び
参
道
整
備 

・
土
塀
改
築
・
改
修
工
事 

・
そ
の
他
境
内
整
備 

事
業
予
算 

・
三
、
五
〇
〇
万
円 

募
集
要
綱 

・
一
口 

 

一
万
円
（
一
口
以
上
） 

 

※
御
奉
賛
者
全
員
の
御
芳
名
を
銘
板
に 

刻
み
境
内
に
掲
示
顕
彰
さ
せ
て
頂
き 

ま
す
。（
真
鍮
又
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
） 

・
石
玉
垣
・
石
燈
籠
奉
納
者
募
集 

石
玉
垣
・
小 

一
基
十
五
万
円 

一
〇
〇
基 

石
玉
垣
・
大 

一
基
三
十
万
円 

 
 

三
十
基 

石
燈
籠 

 
 

一
基
五
十
万
円 

 
 

十
六
基 

 

※
石
玉
垣
・
石
燈
籠
に
は
奉
納
者
名
を 

 
 

刻
み
顕
彰
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

募
集
期
間 

・
平
成
二
十
九
年
十
月
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
三
十
一
年
二
月 

お
申
込
み
方
法 

・
奈
加
美
神
社
、
又
は
各
地
区
総
代
ま
で 

事
業
工
期 

・
平
成
三
十
一
年
二
月
～ 

平
成
三
十
一
年
十
月 

お
問
合
せ 

・
奈
加
美
神
社
社
務
所 

 
 
 
 
 

電
話 

四
六
二
―
七
〇
八
〇 



安 

産 

戌 

の 

日 

ま 

い 

り 
第
五
回 

か
ぶ
と
虫
相
撲
大
会 

     

去
る
七
月
十
五
日
に
氏
子
青
年
会
の
主
催
に 

よ
り
、
奈
加
美
神
社
か
ぶ
と
虫
相
撲
大
会
泉
州 

場
所
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

夏
休
み
を
前
に
虫
好
き
の
子
供
た
ち
が
参
加 

し
、
子
供
も
大
人
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し 

た
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
勝
ち
抜
き
、
三
位
に 

入
賞
し
た
参
加
者
に
は
く
わ
が
た
虫
の
景
品
が 

贈
ら
れ
ま
し
た
。
激
戦 

を
勝
ち
抜
い
た
木
戸
淳 

博
く
ん
（
し
こ
名
・
カ 

ブ
ノ
ブ
シ
）
に
は
宮
司 

よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ 

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
土
俵 

の
ほ
か
に
も
け
い
こ
場
、 

木
登
り
コ
ー
ナ
ー
も
設 

け
ら
れ
、
思
い
思
い
に 

遊
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

境
内
に
子
供
の
元
気
な 

声
が
響
き
、
と
て
も
い 

い
光
景
で
し
た
。
夏
の 

楽
し
い
思
い
出
と
な
れ 

ば
幸
い
で
す
。 

 

来
年
は
七
月
二
十
八 

日
に
開
催
予
定
で
す
。 

     

当
社
の
主
祭
神
は
応
神
天
皇
（
八
幡
さ
ま
）
、 

そ
し
て
配
祭
神
に
は
母
君
の
神
功
皇
后
が
お
祀 

り
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
古
事
記
に
よ
る
と
約
一 

八
〇
〇
年
前
、
神
功
皇
后
は
朝
鮮
半
島
に
出
征 

し
た
際
、
お
腹
に
応
神
天
皇
を
身
ご
も
っ
て
お 

り
、
そ
の
時
に
石
を
帯
の
中
に
巻
き
付
け
、
帰 

還
後
に
無
事
お
産
み
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ 

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
神
功
皇
后
は
安
産 

の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
岩
田
帯
の
起
源
に
も 

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
産
祈
願
は
一 

般
的
に
妊
娠
五
ヶ
月
の
戌
の
日
に
お
祓
い
を
受 

け
、
岩
田
帯
を
着
帯
し
ま
す
。
戌
の
日
に
お
参 

り
す
る
の
は
犬
が
多
産
で
あ
り
、
安
産
で
あ
る 

こ
と
に
因
み
ま
す
。 

目
出
度
く
子
宝
に
恵
ま
れ
た
際
に
は
、
戌
の 

日
の
安
産
祈
願
に
お
参
り
下
さ
い
。
安
産
御
守
、 

岩
田
帯
と
共
に
、
普
段
で
も
簡
易
に
お
使
い
頂 

け
る
腹
巻
型
の
腹
帯
も
お
授
け
し
て
お
り
ま
す
。 

     

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

ご祈祷のご案内 
 

 

 

お宮参り ・ 安産祈願 ・ 七五三 

厄除け ・ 車のお祓い ・ 地鎮祭 
住宅入居のお祓い、各種お祓い 

神道家葬祭 ・ 霊祭、 神棚の 

相談等も受付致しております 
お電話にてお問合わせ下さい 
 

公式ホームページ開設 
http://www.nakami.org 

奈加美神社に伝わる大絵馬 
 
円山応挙の門弟により描か 
れたもので、神功皇后と 
応神天皇を抱く武内宿禰。 


